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まちづくりを考える日



ふるさと再発見プロジェクトPART1 美人塚とは

 地域にある文化資源を守り伝えていく事業

１ 美人塚ふれあい広場の整備

（きれいな景観作り、地域活動に関わる体験）

２ ふるさとを探求する機会

（地域に根付く伝説、歴史に触れ、理解を深める）

行った先（伝えたい場所）が
きれいであるように！

推進隊長 石原



以前きれいだった美人塚はいったい、なぜ？

平成２５年頃 令和３年９月 令和４年６月

以前はきれいだったのに...



整備の経過（R3）

10/17 草刈り
（22名）

11/7 土壌改良
（13名）

11/21   株植えイベント
（35名）

・肥料入れ（随時）
・水やりなど（随時）

紙芝居の上映 約260株の花しょうぶ植え

宗昌寺の住職による供養

子どもから大人まで
幅広い参加者



R4.6.5

花しょうぶまつり

演題：「六日の菖蒲」考
ー大江美人伝説から

講師：山村桃子氏
参加者：20名 新発見も！

・伝説とは…

・物語に込められた願い など

地域にある資源を活かすには
・体験、知る機会
・子どもたちへ伝える工夫
・情報発信 など

参加者同士意見を話し合いました



R4.6.12

花しょうぶまつり
「クイズウォーク」

参加者：37名
ガイド：本多公民館長

永島亮三 氏

全問正解は小学生！

ガイドをしてもらいながら意
東を歩く

各ポイントでクイズを出題

ゴール地点は
花しょうぶの咲く美人塚



情報発信（YOUTUBEチャンネル、案内掲示の設置など）



成果

 地域にある伝説や地域づくりに関わる経験

→ 故郷への愛着、地域の魅力発見へ

 新しい気づき、発見

 関わる人が広がり、東出雲の様々な人たちでの取り組みとなった

 独自で動き出す人も！（思いもよらない波及効果）



今後…
→ 整備継続していけるように…

→ 地元の人を巻き込み郷土愛に火をつける

→ Part1からPart2へ


